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経緯
　私たち東海林印刷では 14年ほど前から「地域貢献活動」
を行ってきました。きっかけとしては 15年前に５台ほど
あったオフセット機を全て廃止し、それまで売上の６～７
割を占めていた官公庁の入札案件から撤退して民間企業案
件へのシフトを断行しました。それにより価格ではなく提
案力やブランド力で選ばれる企業へ進化する必要があり、
東海林印刷の「ファン」を創出する必要があったためです。
当初は主に私が主導して近隣の掃除や介護施設でのボラン

ティア活動がメインでしたが、今では若手社員たちが年間
計画を作り、そのプランに沿って活動しています。
　そんな中、昨年初めのプラン作成会議で社員から「プリ
ントにかけてプリンを売ってみたい！」と提案があったの
です。

スイーツを通じて
“地域を明るく元気にしたい！”
　奇抜なアイデアでしたが、瞬間的に “面白そう！ ”と感
じたのと、何より社員から新しい意見が出たことが嬉し
かったです。食品の販売は本業の印刷とはかけ離れたこと
ですが、清掃活動といったボランティア活動も同じで、比
較的抵抗感なく取り組めたと感じています。準備に時間は
かかってしまいましたが、提案から約１年後、ご縁あって
近くのスイーツ店「横森菓子店」さんに賛同していただき、
また３年前にあった水害災
害をともに乗り越えたこと
もあり、実施に至ることが
できました。
　印刷会社が販売するス
イーツ「印刷＝プリント」
から「プリンと・・・」へ、
スイーツを通じて	“ 地域を
明るく元気にしたい！ ” と
いう社員の発想から、会社
始まって以来の取り組みと
なりました。

予想以上の大反響！地元新聞掲載から
テレビ局の取材依頼まで
　とは言え、食品の販売、しかもスイーツを売ったことな
どないもので一から手探りで進めました。仕事としてお客
様の告知チラシや販促品を手掛けてはいましたが、いざ自
社のこととなると勝手が違い、それなりの苦労もありまし
たが今後の提案にもつながるいい経験だったと思います。
自社で販売するにあたり食品衛生管理者資格を取得し、保
健所への届出等も必要だったりといい刺激でした（笑）。

　そんなこんなで発売日は決まっていましたが、告知でき
たのは約２週間前でした。２日間の限定販売で予定数は３
つの味で計 100 個。告知も既存のお客様へのビラ配りと
自社 SNS、それに地元新聞社への取材依頼のみでしたが、
すぐに新聞に取り上げてもらい、販売１週間前には予定数
100 個は予約でいっぱいとなりました。売れ残らずホッ
としていたのもつかの間、販売２日前にテレビ局から取材
依頼があり、イケイケどんどんで取材を受け、急遽 300
個まで増産しましたがあっという間に予約でいっぱいとな
りました。

地域企業をつなぐハブ役企業へ
　今回のプリン販売は思い付きや突発的なものだけではな
く、長年社内で培ってきた “ 地域の課題解決企業になる ”
という指針が浸透してきた結果だと考えています。
　昨年度の社内決算報告会議で発表した中期経営計画－３
年後あるべき姿－の一つに、
●地域貢献活動の継続
・地域、顧客を巻き込んだ活動を継続
・情報発信によるファン層の獲得→口コミ→「この会社
は面白い」というイメージ付け

を掲げましたが、それを社員が実践してくれたと思います。
　さらに同会議で掲げたミッション・ビジョン－10年後
目指すべき姿－の一つに、
●地元企業をつなげる「ハブ役」企業へ
・異なる企業やグループ、または組織外の様々なステーク
ホルダーとの橋渡し役を担い、情報共有や協力体制の構
築を促進する企業
・情報格差をなくし必要な情報を効率的に共有し新たなビ

ジネスチャンスを創出する　→ストラクチュアル・ホー
ルの考え方
となるよう努めることを共有しました。
　ストラクチュアル・ホールとは、シカゴ大学のロナルド・
S・バート氏が提唱した考え方で、ネットワーク上で互い
につながっていない集団（クラスター）の間にある「隙間」
を指す経営・社会学理論です。この隙間を繋ぐ結節点に位
置する人 (企業 ) は、多様な情報にいち早くアクセスでき、
情報のコントロール権を握れるため、競争優位性を獲得で
きるとされています。
　この考え方を深化させ、印刷業という枠から「ソリュー
ション提案企業」へ進化していきたいと考えています。

今後の展開について
　初めての取り組みでしたが思った以上の反響をいただき
ましたので、今後も継続して「プリンと」を販売していき
たいと思っています。ただ正直なところ利益は考えていま
せん。実際今回１個 400円で 300個販売することができ
ましたが、仕入れから告知チラシ、ラベルシール、小分け
袋、ノボリ、社内制作費、それに食品衛生関連資格費 etc
を計算すると収支はトントンでした。
　この取り組みで私たちが目指すのはプリンを売上確保の
手段とすることではなく、しっかりとした経営計画の下、
地元地域にある企業や異業種団体を結び付けて新たなイノ
ベーションを起こすことにあります。例えば、“ 秋田の酒
蔵とスイーツ店を結び付けて「酒粕プリン」を開発して地
元の飲食店で販売する ” とか、“ 介護施設と大学によるコ
ラボイベントの実施 ” などなど。そのプロデュース役を
担っていきたいと考えています。

印刷会社が「プリン」を売ってみた
株式会社東海林印刷
　　代表取締役社長　東海林　正豊

ストラクチュアル・ホール

A社

B社東海林印刷

Ｑ 左図で誰が一番得をするか?

A社が発した情報がB社に伝わる
ルートは東海林印刷経由の一つ
だけ。
逆にいえば、東海林印刷が
情報を止めてしまえば、A社の
情報はB社に伝わらない。

ストラクチュアル・ホール
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ストラクチュアル・ホール

ストラクチュアル・ホールになろう!

拡張された構造的なネットワーク

Ａ

印刷産業または
異業種ネットワーク

異業種ネットワーク
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TV取材様子

協力いただいた横森菓子店
高橋さん作業風景

販売当日外観

仕分け作業風景 小分け袋
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グリーン購入法の改正とGP認定制度の関係および
認定取得に向けた支援策について

　2025年４月１日、環境省の定める「国等による環境物
品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に
基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」（以
下「基本方針」という。）が見直され、より高い環境性能
を示す「基準値１」の要件にグリーンプリンティング認定
制度が明記されました。少しずつ影響が出始めていますの
で、本稿にて改めて情報をまとめました。

１．	グリーン購入法の概要と 2025 年度からの基
準変更

　グリーン購入法は、公的機関が優先的に環境負荷の少な
い製品を調達することを義務付ける法律です。対象は国、
独立行政法人、地方公共団体（努力義務）等で	、持続可
能な社会の構築を目的としています。
　2025 年４月より「印刷役務」の判断基準が改正され、
以下の「２段階の基準」が導入されました。

区分 概要 主な要件
基準値 1 最優先される

高度な基準
GP認定、環境推進工場認定、
ISO14001、エコアクション
21等

基準値 2 最低限満たす
べき基準

再生紙の使用、リサイクル適
性Aランクの維持等

　国等の機関は、原則として「基準値１」を満たす業者か
らの調達を優先する方針で、今後の公共入札でこれらの認
定の有無が受注機会を左右する大きな要因となります。

２．GP認定の役割と法的整合性

　グリーンプリンティング（GP）認定は、資材だけでな
く製造工程（廃液・省エネ等）を含めた包括的な環境配慮
を審査します。そのため、「基準値 1」を完全に満たして
いることの簡便かつ強力な証明となります。入札時に膨大
な資料を提出する代わりに、認定証の写しを提示すること
で、客観的な適合証明が可能です。
　特定の民間認定が入札の要件となることについては、以

下の理由により独占禁止法等への抵触を回避し、公平性が
保たれています。

●非独占性 :	 ISO14001 やエコアクション 21、自社によ
る情報公開などの代替手段が認められています。

●合理性 :	専門的な第三者機関による認定基準の準用は、
行政実務において合理的と判断されています。

●参入障壁の緩和 :	中小企業でも取得しやすい認定も選択
肢に含まれ、参加機会が確保されています。
　今後、公的機関の印刷案件において環境配慮への要求水
準は高まっていくため、認定取得等の体制整備は不可欠な
戦略となることが予想されます。

３．中小企業向けの支援策

　認定取得を目指す中小企業に対し、国や自治体等がさま
ざまな支援策を用意しています。

●認定取得費用の助成 :	多くの自治体がエコアクション
21や ISO14001 の取得に対し、5万～20万円程度の
助成を実施しています。また、東京都等では計画策定支
援として最大80万円程度の助成が出る場合があります。

●省エネ設備導入補助 :	設備更新を伴う場合は、省エネ補
助金（中小企業は最大 2/3）やものづくり補助金（グリー
ン枠）が活用可能です。

●代替手段と診断 :	 ISO の簡易版である「エコアクション
21」の選択や、無料の「省エネ診断」による専門家の
アドバイスを受けることが推奨されています。

●相談窓口 :		日本印刷産業連合会
グリーンプリンティング認定事務局
https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/

　環境マネジメントシステムに関する助成金については、
各自治体の環境担当部署や産業振興担当部署が窓口とな
り、ウェブサイト等で情報の提供が行われています。

１．	グリーン購入法の概要と 2025 年度からの基

２．GP認定の役割と法的整合性

　グリーンプリンティング（GP）認定は、資材だけでな

３．中小企業向けの支援策

　認定取得を目指す中小企業に対し、国や自治体等がさま

■　４月の事務局日誌
	 1 日	 広報委員会（Web会議）
	 2 日	 JPA 入学式→田中専務
	 	 P マーク現地審査（茨城）→笠原
	 8 日	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	8 ～ 9日　ジャグラ作品展一次審査会（本部）
	13 日	 P マーク現地審査（福島）→田中専務
	14 日	 P マーク現地審査（福島）→田中専務
	16 日	 関地協事務総会（Web会議）
	18 日	 SPACE-21 総会（香川）→岡本会長、田中専務、笠原
	 	 SPACE-21 四国結成式・フォーラム→岡本会長、田中専務、笠原
	21 日	 会員拡大委員会（本部、Web会議）
	 	 業態進化委員会（ウェビナー）
	 	 日印産連環境顕彰制度WG→田中専務
	22 日	 ジャグラ作品展最終審査会（本部）→岡本会長、田中専務
	30 日	 広報委員会（Web会議）

■　５月のスケジュール
	 1 日	 正副会長会議（Web会議）
	 8 日	 定期監査（本部）
	 	 理事会（本部）
	11 日	 日印産連ステコミ→田中専務
	14 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
	15 日	 シタラフェア開会式（高崎）→岡本会長
	16 日	 中国地協総会→原田副会長
	 	 シタラフェア（高崎）→田中専務
	18 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務
	19 日	 P マーク現地審査（京都）→田中専務
	20 日	 JP2026（１日目）→岡本会長、田中専務
	21 日	 JP2026（２日目）→岡本会長
	 	 P マーク現地審査（愛知）→田中専務
	 	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	22 日	 JP2026（３日目）→岡本会長、田中専務
	 	 P マーク現地審査（愛知）→笠原
	23 日	 四国地協総会（会場：グランドパレス徳島）
	25 日	 新潟県支部総会（新潟）→田中専務
	27 日	 東京グラフィックス総会→岡本会長、田中専務
	28 日	 P マーク現地審査（山口）→笠原
	29 日	 東北地協総会（山形）→岡本会長
	 	 北海道支部総会（札幌）→原田副会長、田中専務
	30 日	 関東地協見学会（栃木）→岡本会長、田中専務

■　６月のスケジュール
	 2 日	 P マーク審査員フォローアップ研修
	 6 日	 九州地協総会（会場：福岡）
	10 日	 日印産連総会（会場：ホテルニューオータニ東京）
	20 日	 第 68回ジャグラ文化典大阪大会

事・務・局・便・り
　日中は半そで Tシャツでも快適に過ごせる日が多くなってきましたね。
　お手元に届く５月号としては少し時期外れですが、４月の入学式を終え、息子と娘がそれぞれ高校
生、中学生になりました。二人とも緊張や不安がいっぱいの中、がんばって登校しています。
　「マイペースでやっていこうぜ！」なんて子供たちに話していますが、ふと、私も昨年の 4月にジャ
グラへ入局したことを思い出しました。
　子供たちの頑張る姿を見て、一年前の自分を見ているようにも感じました。子供から学ぶことが多
いと思う今日この頃です。（笠原）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています 【雑学コラムお題の答え】　41号線
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■	発行日	 令和 8年 5月 10日（毎月 1回）
■	発行人	 岡本　　泰
■	編集人	 本村　豪経
■	発行所
　	
	　　　　　　　　　　　　　　　　略称ジャグラ
〒１03-000１	東京都中央区日本橋小伝馬町 7-１6

	 電話 03-3667-227１　ファクス03-366１-9006
	 ウェブ https://www.jagra.or.jp/

ジャグラは一般財団法人日本情報
経済社会推進協会指定のプライバシー
マーク指定審査機関です

……………………………………………………
■	編集部宛メール　edit@jagra.or.jp
……………………………………………………
◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ /副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ /理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 /㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 /菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 /㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 /㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 /㈲舞鶴孔版
	 瀬尾　　淳	 広島 /㈱広瀬印刷
	 三宮　健司	 高知 /㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 /㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 /西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 /㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 /共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　長野未奈美
	 笠原賢一郎　　賀山　良枝

以上、ジャグラ事務局
◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子
◎	動　画　笠原賢一郎
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．（大分県支部）
　	ＤＴＰ＝Adobe	CC	ほか
　	フォント＝モリサワOTF/ モリサワ BIZ+ほか

		※	本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知県支部）
ＲＩＰ＝ FUJIFILM	WORKFLOW	xmf

	 ＣＴＰ＝ Luxel	T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM	SURERIA	XP-F
	 印刷機＝ RYOBI	924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg
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